　南幌中学校　フッ化物洗口教職員説明会　８/１７
　　（質疑）
1 　初めての説明会なので、勉強してから納得して行いたいと思うが、この
　説明会２～３回とないのかとも思う。基本的にいいものだろうと思うが
　先生方に主体性がなく、事後報告である。
（回答）～スライドを用いて、副作用の報告はないが、体調不良によって
　　　下痢等をおこしたとの訴えが、母親からあったケースを照会。中和
　　　は、牛乳でとしたうえで、そのような体調がおもわしくない時は中止
　　　していただきたい。また、急性中毒について、約９杯分の洗口液を
　　　まわりから集めて飲み込んだ場合起こりうるが、現実的ではない。
　　　そのような時の学校歯科医への報告などの緊急対応についても触れた。
・随時、疑問がでた場合どこに投げかければよいか
　　　~教育委員会より、うちで承ります。
・親の対応が基本になってくると思う。
2 　保護者への説明会について
・今日と同じ形態で行ってもらいたい。
・インフォームドコンセントを正確に伝えて欲しい
（回答）～むし歯の多い県＝北海道ワースト５で、以前は沖縄県についで、ワ
　　－スト２だったこともある。むし歯の少ない県＝新潟県で当時行っていた
　　子供たちが親世代になっている。スライドみせてリンクさせ、分析
・栗山に住んでいる先生より、栗山では、小学校でフッ素洗口が導入され、最
　初９割実施が、そのうち、５割になり、後退しているようだ。
　（回答）～混同されていると思われる。栗山小では、９０％の実施率で、下
　　がっておらず、継立小では、狭い地域特有の地域性があり、ある母親が止め
　　たほうがいいと触れ回り、まわりが賛同するように、実施率が５０％ほどに
　　なっているようだ。
・学校にある不安も考えたい。
3 　広報（町の広報誌月１回）に載せるなり、町民全体に知らせる必要があるので
　はないか。
・やじ馬的ではあるが、学会、または任意団体として反対しているところはあるか
　（回答）～任意団体としては、薬害……とか、日本反フッ素研究会などがあるが
　　医療を専門としている学会の反対はありません。
4 　どこまでの手順でやっていければ良いのか、その負担に関しては
　（回答）～ミラノールなどの専用の洗口剤を使わず、南幌調剤で、薬剤師が洗口
　　剤を作って、実施したい。実際の実施している様子を、小学校だが、２校ほど
　　スライドでみせる。通常後かたずけを含めて、７～８分、役割分担など慣れて
　　くれば、５～６分で行っているようだ。
5 　なぜ４０年も経って、今導入？
　（回答）～H１５年に厚労省が、認可し、北海道議会で、条例ができたのは、Ｈ２
　　１年であり、もう少し早く導入されていればという思いがある。
　・むし歯有病率のグラフをみせて、中２、中３の有病率が上がっているのをみて
　　驚きをかくせない様。
　　ＤＭＦＴの指数だが、ＤＭＦＴとは、表示せず、むし歯有病率という言い方で
　　表していた。（中１のデータは、平均２，４で、中２が２，７、中３が、３，３
　　という数値）中２で数値が上がっていることに着目し、秋野先生からもここを
　　せめていきましょうと相談していました。ただ、みなさんもお解かりのとおり
　　処置歯アップで数値が上がるため、一概にむし歯だけが多いとは言い切れない
　　点もありますが、今回、あえてそこには、触れませんでした。
　・中２、中３のむし歯が多い（先生方の認識が変わった）ので、ちゃんと歯を磨け
　　ば良いのではないか。（歯の磨き方を教えて!）
　（回答）～本人、親が本末転倒にならないように、歯磨きが大切だということを
　　伝えたい。健康指導、保健指導が大事だと考えます。
　
6 　問題点があれば教えて欲しい
　（回答）～保護者から、アレルギー反応がでた。―道内１例
　・なんでフッ素しないのかと指さされること（任意なため）
　・味は、無味無臭だが、感覚の鋭い子は、苦みを感じるかもしれない。
　
7 　学校でというと、強制力が強いのではないか
　（回答）～保護者の意見を尊重していきたい。
8 　意見としてフタを開けてみないとわからない
　　回答はなかったが、今までフタを開けて問題が起きていないどころか、進んで
　　やっているところが多いようだ。
9 　養護教諭から
　　やはり、この事業で一番お世話になるのでいろいろと意見がでた。
・私自体は、あまり賛成ではない。それなりの覚悟を持って臨まなければならない。
・小学校のグラフ、中学校のグラフと特に中２から数値が上がっている事に驚き
　をかくせない。
・町として、フッ素の無料券を検討して欲しいことと、医療機関で、無料になる
　ようにして欲しい。今時点ではなく、回答を出してほしい。
・中学校は、勉強するところであり、違うところで、できないのか。数値が上が
　っているが、まえに比べたらかなりむし歯も減ってると思う。むし歯のない子
　はないので、将来的にあるべき姿では、ないのではないか。
（回答）～目標値は、０であります。いままで、いろいろ保健事業を行ってきた
　なかで、途中になったり、中止になってきたケースが多く反省をふまえて、継続
　的に行えるのは、フッ素洗口しかない。
（学校歯科医として）
　中２、中３のデータは、秋野先生が説明し、スライド２０枚ほど用意していただ
　きました。小学校からのデータの推移を示されました。私も、中１のデータがあり
　ましたので、そのデータ小６（１２歳ＤＭＦＴ）と比較して、ほぼ横ばい、しかし
　中２から指数が上がっているので、これを説得材料として示していこうと秋野先生
　と申し合わせました。この中２ぐらいから、永久歯列が完成し、１４歳臼歯（７番）
　が生え、この初期むし歯が中２、中３そして医院に来院する高校生に多いことを
　指摘しました。この７番の初期むし歯、口の中のむし歯菌の環境がその後を左右
　し、小１で６歳臼歯（６番）の予防の大切さ、そして、１４歳臼歯を中学生で予防
　したいこと強調しました。さらに、生えたての結晶構造のもろい幼弱な状態で、
　フッ素をより取り込ませたい旨、説明しました。
　南幌小学校で、加藤先生が、質疑も長引き、４時間ぐらいかかった、疲れた（後日
　談）とおっしゃってましたが、私の場合は、期間も多少あったこと、２番目という
　ことで、教育委員会も少しは、想定していた内容を煮詰めてきたこと、養護教諭
　も発言のまえに、学校歯科医の石井先生のまえで、非常に話しづらいのですが、と
　まえおきしていました。私もどうぞご自由に発言してくださいといいましたが、息
　子が２人在校しているためか、強烈な意見、強硬な態度をとる先生はおりませんで
　した。ただ、秋野先生のスライドもよかったのか、これをみると、悪いところは
　ないようにも思えるが、我々としては、反対意見、慎重な姿勢をとりたいと、１時
　間半を超えての説明会になりました。説明会終了後診療があったため、私は、失礼
　しましたが、その後、実際に洗口液で、先生方も試された時には、アットホームな
　雰囲気だったそうで、秋野先生も第一関門は越えたと申されていました。
　　　　　　　　　　　　　南幌中学校　学校歯科医　石井真生
